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長期欠席議員の報酬減額を可決・・・２P
4名が一般質問、町政をただす・・・・４P
議員行政視察研修報告・・・・・・・・・・８P
議会報告会開催・・・・・・・・・・・・・・・・12P

祈願祈願　　議会改革に向けて、決意新たに議会改革に向けて、決意新たに



主
な
審
議
案
件

主
な
審
議
案
件

議
員
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

12
月
定
例
会
で
決
め
た
こ
と

2平成26年１月17日発行

長期欠席者長期欠席者のの報酬報酬をを減額減額
議員提出議案　全員一致で可決議員提出議案　全員一致で可決

◇
六
戸
町
議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正

　

長
期
欠
席
者
に
対
す
る
議

員
報
酬
等
の
減
額
措
置
を
行

う
た
め
、
改
正
す
る
も
の

 ﹇
改
正
内
容
﹈

　

議
員
は
、
7
日
以
上
六
戸

町
を
離
れ
る
と
き
、
又
は
病

気
療
養
若
し
く
は
議
会
活
動

及
び
議
員
活
動
が
出
来
な
く

な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
届
け
出
を
す
る
。

　

そ
の
後
、
帰
町
届
又
は
議

会
活
動
及
び
議
員
活
動
が
で

き
る
旨
の
届
け
出
が
あ
る
ま

で
の
期
間
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の

期
間
の
議
員
報
酬
月
額
に
つ

い
て
次
に
該
当
す
る
割
合
の

額
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

㈠
届
け
出
た
日
か
ら

　

90
日
を
超
え
た
と
き

1
0
0
分
の
20

㈡
届
け
出
た
日
か
ら

　

1
8
0
日
を
超
え
た
と
き

1
0
0
分
の
50

㈢
届
け
出
た
日
か
ら

　

3
6
5
日
を
超
え
た
と
き

1
0
0
分
の
70

　
　
　
　
　
　

 ﹇
変
更
内
容
﹈

　

解
体
工
事
の
産
業
廃
棄
物

発
生
数
量
の
増
・
建
築
工
事

の
変
更
・
懸
垂
幕
の
追
加
・

電
気
設
備
工
事
の
変
更
等
に

よ
る
も
の

◇
土
地
改
良
（
災
害
復
旧
）

　

事
業
の
施
行

　

台
風
18
号
の
暴
風
及
び
豪

雨
に
よ
る
災
害
で
被
災
し
た
、

農
地
及
び
農
業
用
施
設
の
災

害
復
旧
事
業
を
施
行
す
る
も

の農　
　
　

地　

3
件

3
，
5
8
2
千
円 

農
業
用
施
設　

1
件

1
1
，
3
8
4
千
円

議員報酬

　

第
4
回
12
月
定
例
会
は
、

12
月
6
日
か
ら
10
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

議
案
は
、
25
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
9
議
案
、

報
告
2
件
を
原
案
の
と
お

り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案

２
件
が
出
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
，
4
名

の
議
員
が
登
壇
し
、
理
事

者
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◇
「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
地

方
の
財
源
確
保
」
の
た
め

の
意
見
書

　

産
業
民
生
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
て
い
ま
し
た
右
記

意
見
書
は
、
11
月
26
日
に
委

員
会
を
開
催
、
採
択
と
し
、

第
4
回
定
例
会
へ
議
員
提
出

案
件
と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

⇐

　

全
員
一
致
で
可
決
し
、
関

係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

◇
工
事
請
負
契
約
の
変
更

・
名
称

（
仮
称
）
六
戸
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
及
び
バ
ス
セ
ン
タ
ー
解

体
工
事

・
追
加
金
額1

，
5
4
3
千
円

・
変
更
後
の
金
額

7
6
，
9
1
2
千
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社　

佐
藤
建
設
工
業

台
風
18
号
に
よ
り
被
災
し
た
箇
所



組
合
議
会
報
告

組
合
議
会
報
告

平成25年度 一般会計平成25年度 一般会計11億億55085508万円を追加し万円を追加し
総額総額4949億億15781578万円となりました万円となりました

　　＊１　ふるさと基金積立金とは

　六戸町ふるさと基金条例により「自ら
考え自ら行う地域づくり事業」の推進を
図るため、六戸町ふるさと基金を設置し、
積立しています。

3 ろくのへ議会だより　No. 79

会計名 補正前 補正額 補正後 補正の主な内容

一 般 会 計

歳　
　
　

入

47億6070万円 １億5508万円 49億1578万円

普通交付税 420万円
町税 5776万円
地域の元気臨時交付金 3306万円
臨時財政対策債 1280万円
災害復旧債 510万円

歳　
　
　
　

出

47億6070万円 １億5508万円 49億1578万円 

農林災害復旧事業査定設計業務ほか 420万円
ふるさと基金積立金＊1 3306万円
保育所運営費 4233万円
児童手当 682万円
合併処理浄化槽設置補助金 785万円
除雪及び凍結防止剤散布業務 1554万円
農地農業用施設災害復旧工事ほか 1578万円

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 13億120万円 4445万円 13億4565万円

一般被保険者療養給付費 3502万円
一般被保険者高額療養費 1031万円
後期高齢者支援金など ▲306万円

農業集落排水事業特別会計 １億2960万円 72万円 １億3032万円 光熱水費 72万円
介 護 保 険 事 業
特 別 会 計 12億5323万円 531万円 12億5855万円 償還金および還付加算金、

国・県費負担金償還金確定 522万円

後期高齢者医療特別会計 1億96万円 17万円 1億114万円 システム端末更新ほか 17万円

定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

補 正 予 算補 正 予 算

　

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

に
よ
る
平
成
24
年
度
決
算
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

六
戸
町
か
ら
支
払
わ
れ
て

い
る
負
担
金
等
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◇
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合

・
一
般
会
計
負
担
金

7
，
5
8
1
千
円

・
火
葬
特
別
会
計
負
担
金

1
1
，
2
1
3
千
円

・
清
掃
特
別
会
計
負
担
金

3
4
，
4
6
7
千
円

・
消
防
特
別
会
計
負
担
金

2
0
7
，
0
1
0
千
円

・
学
校
給
食
特
別
会
計
負
担
金

3
5
，
5
2
4
千
円

 ﹇
構
成
5
市
町
村
﹈

　

十
和
田
市
・
六
戸
町

　

お
い
ら
せ
町
・
五
戸
町

　

新
郷
村

　
（
事
業
に
よ
り
構
成
市
町

村
が
異
な
り
ま
す
）

 ﹇
事
業
内
容
﹈

　

消
防
・
学
校
給
食
・
清
掃

（
ご
み
）・
火
葬
の
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。

議
会
議
員　

河
野　
　

豊

　

川
村　

重
光

　

下
田　

敏
美

　

杉
山　

茂
夫

◇
上
北
地
方
教
育
・
福
祉
事

務
組
合

・
議
会
費
・
総
務
費
分
担
金

1
，
4
9
7
千
円

・
福
祉
施
設
分
担
金

6
，
6
4
7
千
円

・
障
害
者
認
定
分
担
金

4
5
3
千
円

・
介
護
認
定
審
査
会
分
担
金

5
，
9
0
6
千
円

・
青
年
の
家
分
担
金

４
，
4
6
6
千
円

 ﹇
構
成
9
市
町
村
﹈

　

十
和
田
市
・
三
沢
市

　

野
辺
地
町
・
七
戸
町

　

お
い
ら
せ
町
・
六
戸
町

　

横
浜
町
・
東
北
町

　

六
ヶ
所
村

 ﹇
事
業
内
容
﹈

　

福
祉
施
設
（
か
ら
ま
つ

寮
・
ぎ
ん
な
ん
寮
・
も
み
の

き
学
園
・
フ
レ
ン
ド
リ
ホ
ー

ム
も
く
も
っ
く
・
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
）
の
運
営
や
介

護
認
定
・
障
害
者
介
護
給
付

等
審
査
・
小
川
原
湖
青
年
の

家
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
会
議
員　

高
坂　
　

茂

◇
十
和
田
地
区
環
境
整
備
事

　

務
組
合

・
議
会
費
・
総
務
費
分
担
金

2
，
0
0
0
千
円

・
三
沢
地
区
衛
生
セ
ン
タ
ー

費　

分
担
金

1
7
，
3
0
5
千
円

 ﹇
構
成
6
市
町
村
﹈

　

十
和
田
市
・
三
沢
市

　

五
戸
町
・
六
戸
町

　

お
い
ら
せ
町
・
新
郷
村

 ﹇
事
業
内
容
﹈

　

施
設
は
六
戸
衛
生
セ
ン
タ

ー
と
三
沢
地
区
衛
生
セ
ン
タ

ー
が
あ
り
、
し
尿
・
浄
化
槽

汚
泥
の
処
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。議

会
議
員　

山
本　
　

実

？？



一
般
質
問

一括方式

下
しも

田
だ

 敏
とし

美
み
議員

町
公
共
施
設
の
利
用

　　＊２　剰余金とは

　収入から支出を引いて
残っている金額

4平成26年１月17日発行

一
般
質
問
は
、
3
月
・
6
月
・
9
月
・
12
月
に
行
わ
れ
る
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
が
町
の
施
策
の
状
況
や
方
針
な
ど

に
つ
い
て
、
報
告
・
説
明
を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
歳
入
が
少
な
い
な
か

に
あ
っ
て
も
、
町
民

の
期
待
に
こ
た
え
る
予
算
編

成
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。
26
年
度
予
算
編
成

の
基
本
方
針
は

町
長
町
長
町
の
財
政
は
、
地
方

交
付
税
や
補
助
金
を

は
じ
め
と
し
た
依
存
財
源
が

約
72
％
を
占
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
税
収
入
は
伸
び

悩
ん
で
お
り
、
歳
出
は
、
介

護
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

を
は
じ
め
と
し
た
社
会
保
障

制
度
に
要
す
る
費
用
な
ど
経

常
的
な
経
費
が
増
加
し
て
い

る
の
に
加
え
、
26
年
4
月
か

ら
消
費
税
増
税
及
び
、
光
熱

水
費
等
の
値
上
げ
に
よ
る
財

政
圧
迫
も
懸
念
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
経
費
節
減
と
効
率

化
に
努
め
つ
つ
、
第
4
次
総

合
振
興
計
画
の
基
本
構
想
に

掲
げ
る
町
の
将
来
像
の
実
現

消
費
税
増
税
に
伴
い
、

上
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
は

町
長
―

増
税
分
が
加
算
さ
れ
ま
す

問
上
下
水
道
料
金
の
値

上
げ
は
な
い
か
。
あ

る
と
す
れ
ば
、
町
長
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
抑
制

す
べ
き
で
は

町
長
町
長
上
下
水
道
の
維
持
管

理
に
は
、
当
然
消
費

税
増
税
分
が
上
乗
せ
さ
れ
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
財
源
の
使
用
料
に
も
増
税

分
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

問
八
戸
圏
域
水
道
企
業

団
広
報
誌
「
お
ら
ほ

の
水
」
に
、
6
億
8
千
万
円

の
純
利
益
が
生
じ
、
積
立
し

た
と
あ
る
。
即
、
値
上
げ
す

べ
き
で
な
い
と
思
う
。

　

消
費
税
増
税
に
伴
い
、
低

所
得
者
に
一
番
影
響
が
あ
る

た
め
、
値
上
げ
す
る
べ
き
で

は
な
い
と
思
う
が

町
長
町
長
水
道
料
金
は
、
消
費

税
上
乗
せ
と
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

剰
余
金
2＊
で
す
が
、
世
増

ダ
ム
等
の
返
済
額
等
に
か
か

わ
る
部
分
が
約
30
億
円
あ
り
、

基
金
に
積
み
立
て
返
済
処
理

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
旧
管
工
事

に
も
相
当
支
出
し
ま
す
。
十

分
な
余
裕
が
な
い
中
で
、
水

道
企
業
団
も
実
施
し
て
い
る

現
状
で
す
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

を
目
指
し
、
各
分
野
の
施
策

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
24
年
度
決
算
で
は
、

1
億
7
8
9
0
万
円

の
黒
字
が
出
て
い
る
。

　

9
月
頃
、
予
算
の
見
通
し

が
つ
い
た
場
合
、
黒
字
が
出

る
の
で
あ
れ
ば
、
町
内
の
道

路
が
痛
ん
で
い
る
部
分
が
あ

る
。
投
資
の
経
費
を
増
や
し

て
維
持
補
修
を
し
て
は
ど
う

か町
長
町
長
数
年
特
別
加
算
と
い

う
交
付
税
が
あ
り
ま

し
た
が
、
特
別
加
算
を
廃
止

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
1
億
円
以
上
減
額
さ

れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
番
大
事
な
住
民
の
生
活

に
か
か
わ
る
部
分
を
、
ど
の

よ
う
な
事
態
が
あ
っ
て
も
守

る
た
め
の
財
政
環
境
を
堅
持

し
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
町
公
共
施
設
で
築
30

年
以
上
経
過
し
て
い

る
施
設
に
つ
い
て
、
減
免
範

囲
を
拡
大
し
、
利
用
頻
度
を

上
げ
る
対
策
を
す
べ
き
で
は

町
長
町
長
現
在
、
築
30
年
を
経

過
し
て
い
る
施
設
は

６
箇
所
あ
り
、
い
ず
れ
も
老

朽
化
に
伴
う
経
費
を
か
け
維

持
し
て
い
る
状
態
で
す
。

　

今
後
も
「
受
益
者
負
担
」

と
し
て
使
用
料
ま
た
は
入
場

料
を
徴
収
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

26年度予算

予算編成の基本方針は
町長 ― 経費削減と効率化に努める

？？



一
般
質
問

一問一答方式

杉
すぎ

山
やま

 茂
しげ

夫
お
議員

？？
　　＊3　ふるさと納税とは

　「ふるさとを応援したい」あるいは「ふる
さとに貢献したい」という方が、希望する自
治体への寄付するもの。
　寄付金のうち、2000円を超える部分につ
いては、一定限度額まで、所得税・個人住民
税から全額控除されます。

六戸町の特産品
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ふるさと納税の特典は
町長 ― 特産品のＰＲを検討したい

問
平
成
22
〜
24
年
度
ま

で
の
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
に
、
寄
付
金
を
受
け
た

件
数
と
金
額
は

町
長
町
長
六
戸
町
の
状
況
は
、

22
年
度
は
3
件
8
万

円
、
23
年
度
は
2
件
3
万
円
、

24
年
度
は
3
件
9
万
円
の
寄

付
を
頂
い
て
い
ま
す
。

問
最
近
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
市
町
村
の

特
産
品
な
ど
の
特
典
が
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、
青
森
県
や

近
隣
市
町
村
の
特
典
は

町
長
町
長
青
森
県
は
礼
状
の
み

で
、
特
典
は
設
け
て

い
ま
せ
ん
。

　

上
北
郡
内
の
六
戸
町
を
含

む
7
自
治
体
で
一
定
程
度
の

寄
付
を
さ
れ
た
方
に
、
特
典

と
し
て
食
事
券
や
施
設
の
観

覧
券
、
特
産
品
（
特
に
農
産

物
）
等
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

問
六
戸
町
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
に
お
け
る
特

典
が
な
い
。
今
後
、
一
定
額

の
寄
付
者
に
対
し
、
特
典
を

考
え
て
い
る
か

町
長
町
長
町
で
は
1
万
円
以
上

の
寄
付
を
さ
れ
た
方

に
対
し
、
感
謝
の
気
持
ち
と

し
て
、
町
の
特
産
品
の
宣
伝

も
兼
ね
「
農
産
物
詰
め
合
わ

せ
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
同
様
の
取
り
組
み

を
継
続
し
ま
す
が
、
お
礼
と

し
て
の
特
典
の
P
R
も
引
き

続
き
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
特
典
が
な
い
の
で
は

な
く
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
特
典
の
記
載
が
な

く
、
全
国
に
向
け
て
の
発
信

が
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、

東
京
の
笹
塚
で
六
戸
町
の
連

合
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
方

が
シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
す
い
と
ん

汁
な
ど
六
戸
町
の
特
産
品
を

販
売
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と

納
税
も
含
め
て
、
単
な
る
寄

付
額
を
増
や
す
意
味
で
な
く
、

六
戸
町
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
で
き

る
と
思
う
。

　

も
っ
と
宣
伝
す
べ
き
で
は

町
長
町
長
ふ
る
さ
と
納
税
の
特

典
に
つ
い
て
、
特
に

掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

自
主
的
に
地
域
に
貢
献
し

た
い
、
応
援
し
た
い
と
い
う

意
味
で
寄
付
い
て
い
た
だ
く

も
の
で
、
特
典
を
示
す
の
は

ど
う
か
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
掲
載
し
た
方
が
い
い

の
か
、
宣
伝
の
仕
方
な
ど
検

討
し
た
い
。

＊3

問
総
務
省
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
7
割
の
自
治
体

が
特
産
品
の
送
付
や
宣
伝
に

問
題
は
な
い
と
答
え
て
い
る
。

も
っ
と
積
極
的
に
広
報
や
特

産
品
開
発
に
取
り
組
む
べ
き

で
は町

長
町
長
「
ベ
ジ
タ
ラ
ン
ド
六

戸
」
の
イ
メ
ー
ジ
の

中
で
、
6
次
産
業
に
向
け
た

ア
イ
デ
ア
と
施
策
を
考
え
な

が
ら
、
担
当
課
と
も
協
議
し

て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。



一
般
質
問

一問一答方式

高
こう

坂
さか

 　茂
しげる

議員

少
子
化
対
策

台
風
18
号
の
被
災
状
況

職
員
再
雇
用
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新年度予算の新たな施策は
町長 ― 柔軟性を持って対応

問
平
成
26
年
度
新
た
な

施
策
は

町
長
町
長
国
・
県
の
動
向
を
見

な
が
ら
、
各
課
の
予

算
要
求
に
お
い
て
緊
急
度
、

重
要
度
の
高
い
施
策
が
あ
れ

ば
、
財
源
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
検
討
す
る
。

問
定
住
促
進
新
築
住
宅

建
設
の
実
態
と
事
業

継
続
は

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長
平
成
24
年

度
は
合
計

47
件
、
金
額
は
2
，5
2
9

万
円
を
交
付
。
こ
の
う
ち
、

31
世
帯
1
1
7
人
が
町
外
か

ら
の
転
入
で
す
。
本
年
度
は

現
在
ま
で
、
42
件
の
申
請
で

2
，
1
8
3
万
円
の
交
付
決

定
で
す
。
31
世
帯
93
人
が
町

外
か
ら
の
転
入
で
す
。

町
長
町
長
本
年
度
末
で
終
了
予

定
の
時
限
事
業
で
す

が
、
継
続
の
方
向
で
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問
若
者
定
住
支
援
事
業

の
実
態
は

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長
若
者
世
帯

に
2
年
に

限
り
家
賃
補
助
す
る
制
度
で
、

平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
今
現
在
、
累
計
で
59

件
申
請
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

補
助
が
終
わ
っ
て
、
町
内

に
住
ん
で
い
る
方
は
、
90
％

（
定
住
率
）
に
達
し
て
い
る
。

問
学
区
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
、
お
い
ら
せ

町
の
事
例
か
ら
も
、
六
戸
町

も
特
別
区
（
新
築
住
宅
建
設

補
助
）
を
設
け
て
は

町
長
町
長
六
戸
町
の
場
所
を
選

び
な
が
ら
住
ん
で
く

だ
さ
る
、
潮
流
と
い
う
部
分

を
確
か
め
た
な
か
で
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。
な
お
、
本
事
業

も
効
果
が
薄
け
れ
ば
事
業
撤

退
も
あ
り
う
る
。

問
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置

補
助
金
の
実
態
は
。

ま
た
、
今
後
の
継
続
は

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長
平
成
24
年

度
は
12
件

1
7
7
万
円
を
、
今
年
度
11

月
末
時
点
で
、
31
件
4
3
8

万
円
補
助
し
て
い
る
。

町
長
町
長
ソ
ー
ラ
ー
発
電
と
い

う
意
味
に
お
い
て
、

3
子
20
万
円
）
を
考
え
て
は

町
長
町
長
少
子
化
を
考
え
る
と

そ
れ
な
り
に
対
応
し

た
い
が
、
お
金
だ
け
で
解
決

で
き
る
問
題
と
少
し
違
う
気

も
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
検

討
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

問
当
町
の
被
害
状
況
と

補
助
対
象
は

町
長
町
長
農
地
29
件
、
農
業
用

施
設
9
件
、
道
路
7

件
、
土
砂
撤
去
3
件
の
合
計

48
件
の
被
害
届
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
中
で
補
助
対
象
は

農
地
3
件
、
施
設
1
件
で
、

復
旧
見
積
り
が
40
万
円
以
上

の
災
害
で
す
。
町
と
し
て
は
、

軽
微
な
も
の
等
内
容
は
色
々

で
す
が
、
国
の
基
準
で
も
っ

て
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
こ
と
を
ご
理
解
願
い
た

い
。問

台
風
に
対
し
て
の
現

場
対
応
は

町
長
町
長
台
風
18
号
に
関
し
て
、

天
気
予
報
の
情
報
を

も
と
に
職
員
を
招
集
し
、
情

非
常
に
有
効
的
に
活
用
さ
れ

て
お
り
、
引
き
続
い
て
事
業

と
し
て
い
く
。

問
国
は
、
新
た
に
減
反

廃
止
へ
の
農
政
へ
転

換
し
て
い
る
が
、
六
戸
町
の

基
盤
で
あ
る
農
業
へ
の
支
援

施
策
は

町
長
町
長
旧
来
か
ら
の
知
恵
、

可
能
性
と
い
う
部
分

を
持
ち
得
て
い
る
六
戸
町
の

農
業
施
策
と
い
う
部
分
を
、

こ
れ
ま
で
の
概
念
を
取
り
払

う
意
識
で
も
っ
て
協
議
し
、

六
次
産
業
を
含
め
斬
新
な
農

業
施
策
を
考
え
、
支
援
し
て

い
き
た
い
。

問
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

を
現
在
の
倍
に
す
る

拡
充
支
援
は

町
長
町
長
そ
の
効
果
を
検
証
し
、

た
だ
数
を
増
や
し
て

い
い
の
か
ど
う
か
、
実
施
主

体
の
商
工
会
等
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
考
え
た
い
。

問
出
産
祝
い
金
（
例
：

第
2
子
10
万
円
、
第

報
収
集
し
3
班
体
制
に
て
全

町
の
要
注
意
個
所
を
中
心
に

パ
ト
ロ
ー
ル
し
た
。

　

な
お
、
自
然
災
害
発
生
に

関
す
る
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て
は
、
そ
の
災
害
規
模

に
応
じ
た
対
策
本
部
を
と
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

問
役
場
職
員
の
定
年
退

職
後
の
再
雇
用
は

町
長
町
長
当
町
は
、
大
規
模
事

業
所
や
サ
ー
ビ
ス
産

業
等
、
就
業
の
場
が
少
な
い

た
め
、
若
者
の
就
業
機
会
を

失
く
さ
な
い
た
め
に
も
、
退

職
者
の
再
任
用
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

問
技
能
職
、
専
門
職
に

対
す
る
考
え
は

町
長
町
長
技
能
職
は
、
運
転
業

務
の
方
し
か
い
ま
せ

ん
が
、
行
革
の
中
で
置
か
な

い
よ
う
以
前
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
か
ら

し
て
も
、
今
現
在
の
段
階
で

再
雇
用
を
取
り
入
れ
る
考
え

は
な
い
の
で
、
ご
理
解
願
い

た
い
。
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災害時の避難場所

災害時の福祉避難所は
町長 ― 社会福祉法人と協定

問
災
害
時
の
避
難
体
制

は

町
長
町
長
災
害
時
の
避
難
体
制

は
、
気
象
予
報
・
警

報
等
の
情
報
や
、
災
害
発
生

の
予
測
や
実
際
に
発
生
し
た

際
の
状
況
に
よ
り
、
避
難
の

準
備
等
を
促
す
「
避
難
準
備

情
報
」、
避
難
所
等
へ
の
避

難
を
促
す
「
避
難
勧
告
」
や

「
避
難
指
示
」
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
避
難
施
設
状
況
は

町
長
町
長
避
難
所
は
、
小
中
学

校
、
地
区
公
民
館
等

19
ヶ
所
、
避
難
場
所
は
、
小

中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
等
12
ケ

所
指
定
し
て
い
ま
す
。

問
高
齢
者
や
被
災
弱
者

な
ど
の
避
難
対
策
は
。

介
護
施
設
や
医
療
機
関
と
の

連
携
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

町
長
町
長
介
護
施
設
や
医
療
機

関
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
地
域
防
災
計
画
に
あ

り
ま
す
よ
う
に
医
療
救
護
班

で
医
療
を
実
施
で
き
な
い
場

合
、
病
院
ま
た
は
診
療
所
に

移
送
し
て
治
療
し
ま
す
。

　

ま
た
、
寝
た
き
り
の
方
は
、

医
師
の
判
断
に
よ
り
介
護
老

人
保
健
施
設
に
移
送
し
て
看

護
・
介
護
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

介
護
施
設
、
医
療
機

関
及
び
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、
避
難
者
の

医
療
に
迅
速
に
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
福
祉
避
難
所
指

定
の
考
え
は

町
長
町
長
福
祉
避
難
所
と

は
、
障
害
者
や

高
齢
者
等
、
通
常
の
避

難
所
生
活
に
お
い
て
、

特
別
な
配
慮
（
身
体
的

ケ
ア
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
等
）
を
必
要
と

す
る
方
々
を
対
象
に
開
設
す

る
避
難
所
で
す
。

　

高
齢
者
な
ど
被
災
弱
者
に

つ
い
て
は
、
こ
の
福
祉
避
難

所
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
３
日
に
７
法
人
、
13

施
設
と
福
祉
避
難
所
の
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

問
今
熊
川
の
下
流
域

（
折
茂
新
田
水
門
付

近
）
か
ら
川
口
ま
で
、
川
底

に
砂
が
た
ま
り
、
雑
草
、
雑

木
等
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

増
水
時
に
水
が
溢
れ
る
危

険
性
が
あ
り
、
先
般
の
台
風

で
決
壊
や
民
家
へ
の
浸
水
が

危
ぶ
ま
れ
た
箇
所
が
あ
る
。

早
急
な
対
応
が
必
要
と
思
う

が
町
の
考
え
は

町
長
町
長
こ
の
流
域
は
、
県
営

大
光
寺
か
ん
が
い
排

水
事
業
で
整
備
し
て
お
り
、

台
風
等
で
被
災
し
た
場
合
は
、

農
林
災
害
等
の
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
補
修
し
、
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
の
間
に
砂
た
ま

り
や
雑
木
等
が
増
え
て
き
て

い
る
状
況
は
確
認
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
、
地
元
の
水
利
組

合
の
協
力
を
得
な
が
ら
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
今
熊
川
に
災
害
復
旧

の
対
象
に
な
ら
な
か

っ
た
護
岸
の
決
壊
箇
所
が
あ

る
。
今
回
の
災
害
復
旧
か
ら

外
れ
た
場
合
、
町
単
独
事
業

が
あ
る
か

副
町
長

副
町
長
台
風
18
号
関
連
は
、

国
の
激
甚
災
害

法
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
一
か
所
40
万

円
以
上
と
い
う
要
件
が
あ
り
、

40
万
円
以
下
13
万
ま
で
の
小

災
害
は
、
地
方
債
を
も
っ
て

工
事
す
る
事
が
出
来
る
と
い

う
通
知
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
六
戸
町
で
は
、

そ
の
よ
う
な
箇
所
は
な
い
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

防　

災
危
険
個
所
の

早
急
な
対
応
を

町
長
―

水
利
組
合
の
協
力
を
得
て

　
　
　

検
討
す
る
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活
動
報
告

六 戸 町 議 会

1．期　間
　　平成25年10月22日～ 25日（3泊4日）
2．視察先
　　熊本県熊本市、福岡県川崎町
3．用　務
　　行政視察研修
　　○㈱ふるさとファーム（熊本市）
　　　◇ハウス栽培の生産・出荷・販売について
　　○福岡県川崎町議会
　　　◇議会改革について

㈱ふるさとファームにて生産者よりトマト栽培の説明を受ける

　

川
崎
町
議
会
は
、
開
か
れ

た
、
町
民
参
加
型
の
、
存
在

感
の
あ
る
、
信
頼
さ
れ
る
議

会
を
目
指
し
て
議
会
基
本
条

例
を
制
定
し
た
。

　
「
会
期
を
通
年
」
と
し
、

議
会
と
町
民
が
情
報
を
共
有

す
る
た
め
、
議
会
か
ら
町
民

へ
説
明
す
る「
議
会
報
告
会
」 杉山 茂夫議員

　

熊
本
県
㈱
ふ
る
さ
と
フ
ァ

ー
ム
、
土
壌
改
良
に
重
点
を

置
い
た
栽
培
で
数
種
類
の
ト

マ
ト
を
土
壌
栽
培
・
水
耕
栽

培
に
て
生
産
し
て
い
る
。

　

日
々
研
究
を
重
ね
、
試
行

錯
誤
で
頑
張
っ
て
い
る
の
を

肌
で
感
じ
た
。

附田 輝雄議員

　

今
、
稲
刈
り
の
時
期
で
、

土
作
り
の
た
め
に
米
作
り
を

し
て
い
る
ハ
ウ
ス
も
多
く
見

ら
れ
る
中
、
ト
マ
ト
栽
培
を

中
心
に
経
営
を
し
て
い
る
会

社
で
あ
る
。

　

水
耕
栽
培
で
は
、
中
玉
ト

マ
ト
を
作
り
、
自
動
式
で
丈

夫
な
ハ
ウ
ス
で
あ
り
、
3
〜

4
回
入
れ
か
え
て
の
短
期
栽

培
で
猛
暑
で
も
良
く
着
果
を

さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

土
栽
培
で
は
ミ
ニ
ト
マ
ト

を
作
り
、
色
づ
き
始
め
で
6

月
頃
ま
で
20
段
以
上
の
収
穫

が
あ
り
、
栽
培
技
術
の
高
さ

が
感
じ
ら
れ
る
。

　

販
売
は
、
市
場
や
野
菜
業

者
を
通
じ
て
全
国
へ
、
又
、

関
東
の
ハ
ウ
ス
農
家
と
手
を

組
み
販
売
し
て
い
る
。
甘
熟

で
収
穫
し
て
お
り
食
感
も
良

く
お
い
し
い
ト
マ
ト
で
あ
る
。

　

後
継
者
も
い
て
ト
マ
ト
面

積
も
増
え
て
販
路
も
拡
大
し

て
お
り
今
後
期
待
出
来
る
と

思
う
。
販
路
拡
大
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
私
達
も
見
習
う

べ
き
と
思
う
す
ば
ら
し
い
視

察
研
修
で
あ
っ
た
。

久田 伸一議員

　

福
岡
県
川
崎
町
議
会
「
議

会
改
革
」
議
員
報
告
会
・
議

会
住
民
懇
談
会
を
中
心
に
実

施
。

　
「
議
会
基
本
条
例
」
の
目

玉
は
定
例
会
の
会
期
を
「
通

年
議
会
」
と
し
た
こ
と
で
あ

る
。
執
行
部
、
議
会
双
方
共
、

良
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

　

条
例
を
制
定
す
る
前
に
出

来
る
こ
と
か
ら
実
施
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

と
町
民
か
ら
提
言
・
要
望
を

聞
く
「
議
会
住
民
懇
談
会
」

を
開
催
。

　

さ
ら
に
議
員
の
資
質
・
政

策
能
力
向
上
の
た
め
、
議
員

研
修
会
の
実
施
。
本
会
議
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
や
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど

地
方
議
会
改
革
の
先
進
地
で

あ
る
。

　

六
戸
町
議
会
も
議
会
改
革

の
途
上
に
あ
る
が
、
以
上
を

目
標
に
し
な
が
ら
基
本
条
例

の
制
定
に
一
歩
一
歩
取
組
む

覚
悟
を
新
た
に
し
た
。
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福岡県川崎町議会にて

　

今
回
の
目
的
で
あ
る
自
治

体
に
お
け
る
、
議
会
の
在
り

方
、
並
び
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
す
に
は
、
ど
の
よ
う

な
事
が
必
要
で
、
議
員
の
活

動
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
念

頭
に
、
川
崎
町
の
議
会
基
本

条
例
を
制
定
し
た
経
緯
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

川
崎
町
の
議
会
と
し
て
、

本
条
例
を
制
定
す
る
に
当
た

り
、
住
民
に
分
か
り
や
す
い

開
か
れ
た
議
会
と
、
議
員
の

活
動
が
見
え
る
こ
と
が
重
要

で
、
こ
の
条
例
に
至
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

ど
こ
の
議
会
も
こ
の
よ
う

な
改
革
で
動
い
て
い
る
訳
で

す
が
、
わ
が
町
も
こ
の
よ
う

な
議
会
基
本
条
例
を
策
定
す

る
に
当
た
り
、
身
の
丈
に
沿

っ
た
十
分
な
運
用
が
可
能
な

条
例
を
目
指
す
べ
き
と
、
心

に
誓
っ
た
研
修
で
し
た
。

高坂 茂議員

　
「
川
崎
町
議
会
基
本
条
例
」

は
、
8
章
23
条
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
常
に
町
民
を
意
識

し
た
条
例
に
な
っ
て
い
る
。

　

私
が
注
目
し
た
の
は
、
次

の
点
で
あ
る
。

　

本
会
議
に
お
い
て
質
問
を

受
け
た
者
に
反
問
権
を
与
え

て
い
る
こ
と
と
、
通
年
議
会

で
、
会
期
を
毎
年
4
月
か
ら

翌
年
3
月
ま
で
と
し
て
、
年

間
定
期
的
会
議
を
開
催
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

又
、
議
長
・
副
議
長
の
選

出
は
、
町
民
に
対
す
る
透
明

性
を
高
め
る
た
め
、
所
信
表

明
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
謳

わ
れ
て
い
る
。

　

我
々
は
、
当
町
議
会
基
本

条
例
制
定
に
あ
た
っ
て
、
住

民
に
対
し
て
、
議
会
活
動
と

存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
分

か
り
易
く
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
て
い
く
必
要
を
感
じ

た
研
修
で
し
た
。

下田 敏美議員

　

当
議
会
で
は
、
議
会
改
革

と
議
会
基
本
条
例
制
定
に
向

け
取
り
組
む
な
か
、
川
崎
町

を
研
修
し
て
当
町
の
議
会
改

革
の
参
考
と
し
て
、
さ
ら
に

は
、
早
期
の
議
会
基
本
条
例

制
定
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

　

川
崎
町
議
会
基
本
条
例
は

第
1
条
か
ら
第
23
条
か
ら
成

り
立
っ
て
い
る
。
少
な
い
条

文
で
あ
り
基
本
的
に
は
、
開

か
れ
た
議
会
、
町
民
参
加
型

の
議
会
、
存
在
感
の
あ
る
議

会
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目

指
し
て
い
る
。
決
し
て
、
複

雑
な
条
例
で
は
な
い
が
、
議

員
、
議
会
の
基
本
的
な
あ
り

方
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る

条
例
文
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
議
会
と
し
て
大
い
に
参

考
と
す
べ
き
と
思
う
。

　

通
年
議
会
は
、
議
会
の
期

間
や
活
動
の
あ
り
方
の
問
題

と
思
わ
れ
る
の
で
、
個
人
的

考
え
と
し
て
、
通
常
の
議
会

で
も
対
応
で
き
る
と
思
わ
れ
、

当
議
会
と
し
て
は
、
時
期
尚

早
と
考
え
る
。

川村 重光議員

㈱
ふ
る
さ
と
フ
ァ
ー
ム
視
察

に
つ
い
て
（
熊
本
市
）

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
栽

培
状
況
を
み
て
感
じ
た
こ
と

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
で

溶
液
、
日
差
し
、
温
度
管
理

を
自
動
運
転
し
て
い
ま
し
た
。

河野 豊議員

水耕栽培自動制御装置

自
動
運
転
と
の
こ
と
で
、
大

掛
か
り
の
設
備
か
と
思
い
き

や
、
意
外
と
コ
ン
パ
ク
ト
な

設
備
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
の
苗
木
は
六
千
本

で
二
千
本
を
3
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、
年
間
を
通
し
て
切
れ

間
な
く
収
穫
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
建
設
に
は
多
額
の

費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
そ

れ
が
出
来
る
の
も
販
売
先
の

確
保
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

か
ら
だ
そ
う
で
し
た
。
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冒
頭
の
町
長
の
挨
拶
で
は
、

通
年
議
会
に
触
れ
、
当
初
、

戸
惑
い
も
あ
っ
た
が
、
実
際

や
っ
て
み
る
と
専
決
は
基
本

的
に
あ
り
え
な
い
が
、
議
決

し
即
実
行
と
時
間
短
縮
の
点

で
、
執
行
部
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
多
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

そ
の
後
、
議
会
改
革
に
つ

い
て
の
説
明
、
議
論
が
活
発

に
行
わ
れ
、
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
中
で
も
、
議
長

さ
ん
が
言
わ
れ
た
、「
大
事

な
こ
と
は
基
本
条
例
を
作
る

こ
と
で
は
な
く
、
議
員
と
し

て
の
活
動
は
出
来
る
こ
と
か

ら
や
っ
て
い
く
」
が
強
く
印

象
に
残
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
本
条
例
の
制
定

後
、
ど
の
議
員
さ
ん
も
議
会

活
動
が
町
民
に
見
え
る
よ
う

に
な
り
、
議
員
・
議
会
へ
の

町
民
か
ら
の
批
判
が
無
く
な

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。（
議

員
と
し
て
の
自
覚
が
出
て
き

た
）

　

今
回
の
研
修
を
終
え
て
、

当
町
の
議
会
も
ま
た
、
い
ろ

ん
な
意
味
で
「
議
会
基
本
条

例
」
の
必
要
性
や
議
会
活
動

の
活
性
化
を
主
軸
に
、
町
民

と
議
会
の
あ
り
方
を
見
直
す

良
い
機
会
と
捉
え
、
総
意
の

も
と
に
今
後
こ
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

円子 德通議員

　

行
財
政
改
革
が
進
め
ら
れ

る
中
で
議
会
に
対
し
住
民
の

厳
し
い
視
線
が
向
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

昨
今
、
議
会
は
住
民
に
対

し
議
会
活
動
と
存
在
意
義
を

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

苫米地 繁雄議長

　

議
会
改
革
の
先
進
地
で
あ

る
福
岡
県
川
崎
町
で
、
開
か

れ
た
議
会
、
町
民
参
加
型
の

議
会
、
存
在
感
の
あ
る
議
会
、

信
頼
さ
れ
る
議
会
に
つ
い
て

研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
町
民
の
意
見
を
町

制
に
反
映
さ
せ
、
町
民
参
加

型
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
議

会
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
痛

感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
会
期
を
4
月

か
ら
翌
年
3
月
ま
で
の
会
計

年
度
を
会
期
と
す
る
通
年
議

会
を
条
例
化
し
て
い
て
、
こ

の
こ
と
に
よ
り
議
会
は
一
年

を
通
し
て
会
期
中
で
、
い
か

な
る
事
態
に
も
即
応
で
き
る

状
態
に
あ
り
、「
常
に
議
会

は
動
い
て
い
る
」
こ
と
も
勉

強
し
ま
し
た
。
当
議
会
で
も

条
例
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

山本 実議員

が
あ
り
、
平
成
23
年
に
は
一

カ
所
で
2
0
0
名
の
参
加
者

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
こ
れ
は
、
日
頃
よ
り
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
住

民
の
方
々
か
ら
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
い
た
結
果
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

我
々
も
日
頃
よ
り
議
会
で

の
活
動
を
自
ら
が
出
向
い
て

説
明
を
し
て
、
議
会
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

に
つ
い
て
質
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
議
会
報

告
会
の
町
民
へ
の
周
知
の
方

法
で
す
。
議
会
だ
よ
り
や
、

チ
ラ
シ
、
各
町
内
会
長
へ
の

文
書
で
の
依
頼
、
防
災
無
線

で
の
広
報
活
動
を
行
う
な
ど
、

住
民
懇
談
会
で
、
議
会
活
動

へ
の
理
解
を
得
る
努
力
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
報
告
会
へ
の

参
加
人
数
で
す
。
一
年
間
で

1
0
0
名
を
超
え
る
参
加
者

　

川
崎
町
の
議
会
基
本
条
例

は
、
平
成
22
年
6
月
に
規
定

さ
れ
、
平
成
23
年
6
月
よ
り

通
年
議
会
を
開
会
し
、
平
成

24
年
9
月
よ
り
通
年
の
会
期

と
な
り
ま
し
た
。

　

私
か
ら
は
、
議
会
報
告
会

　

川
崎
町
で
は
、
議
会
に
対

す
る
住
民
意
識
の
変
化
に
対

し
て
、
住
民
の
意
思
を
受
け

議
会
の
意
思
を
形
成
す
る
努

力
を
し
て
い
る
。
そ
の
方
法

と
し
て
議
会
報
告
会
や
住
民

懇
談
会
を
活
用
し
意
見
聴
取

の
機
会
を
得
て
い
る
。

　

六
戸
町
議
会
と
し
て
も
同

様
の
事
を
思
い
、
議
会
基
本

条
例
の
制
定
に
向
け
た
検
討

な
ど
協
議
を
重
ね
て
き
て
お

り
、
今
研
修
を
参
考
に
検
討

実
施
し
た
い
と
思
う
。

川崎町庁舎前にて

　

六
戸
町
を
県
内
外
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
、
今
全
国
各
地
で

有
名
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

「
く
ま
モ
ン
」
と
い
う
の
が

大
活
躍
し
、
熊
本
の
知
名
度

が
一
気
に
上
昇
し
た
ら
し
い
。

そ
れ
に
よ
り
旅
行
者
も
増
え

た
よ
う
だ
。

　

研
修
先
の
川
崎
町
に
も

「
小
梅
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
活
躍
し
て
い

る
よ
う
だ
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が

も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
。

　

あ
と
は
、
災
害
に
強
い
町

づ
く
り
を
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
旅
行
者
に
も

分
か
り
や
す
く
、
非
常
時
の

避
難
場
所
等
通
達
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。



上北郡町村議会研修会の様子

道州制に関する議員研修会の様子

11 ろくのへ議会だより　No. 79

町議会は、町の予算や身近な問題について話し合います。
３月は予算特別委員会があり、26年度予算審査を行います。

詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

町町のの未来未来がが見見えてくる！えてくる！お知ら
せ

議会の傍聴はお気軽に。

次回定例会は３月上旬予定。次回定例会は３月上旬予定。

◆お気軽にお電話ください
　六戸町議会事務局　☎0176ー 55－4547（直通）

　

９
月

1
日　

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
反
省

会

2
日　

議
会
運
営
委
員
会

2
日　

総
務
常
任
委
員
会

2
日　

産
業
民
生
常
任
委
員
会

3
日　

八
戸
・
十
和
田
・
奥
入
瀬
ラ
イ

ン
整
備
促
進
に
関
す
る
要
望
活

動

3
日　

主
要
地
方
道
三
沢
十
和
田
線
整

備
促
進
に
関
す
る
要
望
活
動

5
日　

六
戸
秋
ま
つ
り
（
〜
8
日
）

5
日　

平
成
25
年
第
3
回
町
議
会
定
例

会
（
〜
12
日
）

10
日　

決
算
特
別
委
員
会
（
〜
11
日
）

12
日　

町
議
会
広
報
委
員
会

13
日　

第
59
回
六
戸
町
敬
老
会

19
日　

十
和
田
地
区
「
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
総
決
起
大
会

27
日　

町
議
会
広
報
委
員
会

30
日　

第
79
回
町
村
議
会
広
報
研
修
会

（
〜
1
日
）

　

10
月

6
日　

第
5
回
南
部
祭
囃
子
大
競
演
会

7
日　

町
議
会
広
報
委
員
会

10
日　

地
方
分
権
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

10
日　

町
議
会
広
報
委
員
会

11
日　

町
議
会
広
報
委
員
会

22
日　

行
政
視
察
研
修
（
熊
本
県
・
佐

賀
県
・
福
岡
県
）（
〜
25
日
）

28
日　

正
副
議
長
、
事
務
局
長
研
修
会

　

11
月

1
日　

第
3
回
上
北
郡
町
村
議
会
議
長

会
定
例
会

2
日　

メ
イ
プ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

2
日　

メ
イ
プ
ル
タ
ウ
ン
フ
ェ
ス
タ
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

5
日　

十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
議

会
常
任
委
員
会
調
査
視
察

8
日　

知
事
を
囲
む
行
政
懇
談
会

13
日　

第
57
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大

会

13
日　

議
会
改
革
検
討
委
員
会

16
日　

江
渡
あ
き
の
り
君
を
励
ま
す
会

20
日　

道
州
制
に
関
す
る
議
員
研
修
会

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き　　
（（
2525
年
９
月
〜

年
９
月
〜
1111
月
）
月
）

20
日　

十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組

合
議
会
定
例
会

22
日　

平
成
25
年
度
青
森
県
高
規
格
道

路
建
設
促
進
期
成
会
総
会

24
日　

六
戸
町
連
合
P
T
A
・
学
校
保

健
会
研
究
会

26
日　

上
北
郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会

26
日　

産
業
民
生
常
任
委
員
会

28
日　

十
和
田
広
域
事
務
組
合
議
会



期 待

こんなこんな
まちづくりにまちづくりに

　　　　
しますします

編

集

後

記

　議会広報委員会では、町民の皆様のまちづくりに対
するご意見、ご要望の投稿を募集しています。どしど
しお寄せください。お待ちしております。

12平成26年１月17日発行

出戸　一男（上吉田）

　町内会の問題について掲載させていただきます。
　それは、町内会の防犯灯（外灯含む）とその電気
料金のことです。
　町内の一年間の電気料金は、町内会費予算の38％、
21万円（平成25年）です。通学路の安全確保、防犯
上の事故防止等の観点から、どこの町内会でもほぼ
同様の電気料金の支出だと思います。
　外灯代の節約か、安全か、と問われれば、当然
「安全優先」と答えます。皆様ご存じの「ストーカー
被害」、連日、新聞・テレビ等で、大々的に報道さ
れています。その発生の大部分は、人通りの少ない、
外灯等もない、暗い場所です。幸い当町内会では、
ストーカー被害は、起きていません。起きてからで
は遅いのです。暗い危険な場所は、当町内会だけで
なく、六戸町全体を見渡せば、沢山あると思います。
　防犯上の対策は、個々の町内会だけではなく、行
政も積極的に参画し、町内会と行政との二人三脚
（協働）で実施しなければ、効果はありません。
　当町内会は、町内会費の増額等で、脱会者が増え
ています。深刻な事です。隣の町では、外灯代は全
額無料だと聞いています。
　町長の年頭のあいさつで「お互いに支え合い、助
け合い、協働するまちづくり」と述べています。真
（まさ）にその通りだと思います。町内会の電気料金
の補助等を、実（み）のある、そして、実（じつ）
のある行政の勇断を切に期待します。

「防犯灯と安全について」「防犯灯と安全について」 　六戸町議会では、町民の皆様に議会改革
や議会活動について報告する会を行います。
町民の皆様から議会に対するご意見をお聞
かせください。

■日　時
　平成26年２月14日 金曜日
　午後６時～（約２時間の予定）
　（受付、午後５時30分より）

■場　所
　六戸町文化ホール

■その他
　事前に申し込みは必要ありません。
　直接会場にお越しください。

■問い合わせ先　六戸町議会事務局
　　　　　　　　☎55－4547（直通）

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
大
型
台
風
や
突
発

的
大
雨
、
記
録
的
猛
暑
な
ど
、

自
然
災
害
の
怖
さ
を
改
め
て
、

実
感
し
た
年
だ
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
災
害
の
な
い
穏
や

か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

ま
た
４
月
か
ら
消
費
税
が
８
％

と
な
り
ま
す
、
増
税
の
恩
恵
が
、

実
感
で
き
る
よ
う
な
好
況
な
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
願
う
ば
か

り
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
、
広
報
委
員
会

で
は
、
は
じ
め
て
の
試
み
と
し

て
町
村
議
会
全
国
広
報
コ
ン
ク

ー
ル
へ
「
ろ
く
の
へ
議
会
だ
よ

り
」
の
応
募
を
か
ね
て
、
全
国

町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
委
員

全
員
で
参
加
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
全
国
広
報
コ
ン
ク

ー
ル
で
の
入
選
を
目
標
に
掲
げ
、

委
員
一
丸
と
な
り
研
鑚
を
積
ん

で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
町
民
の
皆
様
に
は

「
ろ
く
の
へ
議
会
だ
よ
り
」
を

通
し
て
、
議
会
活
動
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
年
も
よ
ろ
し

く
ご
愛
読
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

議
会
広
報
委
員　

川　

村　

重　

光

発
行
責
任
者

議　

長　

苫
米
地　

繁　

雄

六
報
お

戸
告
知

町
会
ら

議
開 せ
会
催 の

お気軽に
ご参加ください


